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（別紙 ２－１）

提出先の部会 ：離島過疎地域振興部会

氏名：富永千尋

委員　　・　　専門委員　　　　　　　

　所属部会名：離島過疎地域振興部会

章 頁 行
4 134 21 □自然環境等の保全と持続可能で高品位

な観光振興の両立に向けては、観光面で
のプロモーション支援や保全利用協定締結
の普及による適正利用のルールづくりを推
進し、自然環境等に配慮した持続可能な観
光地づくりに取り組む。

□レシポンシブルツーリズムの振興に向けては、
持続可能な観光地を実現するためのルール作り
と来訪者の理解・協力が重要なことから、その理
念に沿ったプロモーション支援や保全利用協定締
結の普及による適正利用のルールづくり等を推
進し、自然環境等に配慮した持続可能な観光地
づくりに取り組む。

②「環境に配慮した持続可能な観光の推進」
の理念として掲げているレスポンシブルツー
リズムの具体的な取り組みが見えにくいの
で、21行目の「自然環境等の保全と持続可
能で高品位な観光振興の両立」をレスポンシ
ブルツーリズムとし、新沖縄発展戦略147pを
参考にレスポンシブルツーリズムの重要事
項を追記した。レスポンシブルツーリズムの
プロモーションに当たっては、地域の自然・文
化の尊重を重視する必要があると考える。ま
た保全利用協定以外のルール作りも想定し
「等」を追記した。

6 194 13 □ 北部圏域及び八重山圏域においては、
世界自然遺産登録地にふさわしい人と自然
が共生する環境共生型社会の構築を図る
とともに、

□ 北部圏域及び八重山圏域においては、（奄美
大島、徳之島、沖縄島北部及び西表島）世界自
然遺産推薦地包括的管理計画に基づき世界自
然遺産登録地にふさわしい人と自然が共生する
環境共生型社会の構築を図るとともに、

6 199 24 □ 国や北部３村、関係団体と連携して「奄
美大島、徳之島、沖縄島北部及び西表島」
の世界自然遺産登録を見据え、その適正
管理に取り組む。

□世界自然遺産推薦地包括的管理計画の地域
別管理計画として策定された「沖縄島本島北部に
おける持続的観光マスタープラン」 に基づき国や
北部３村、関係団体と連携して世界自然遺産登
録区域及び周辺区域の適正管理に取り組む。

７月２６日に世界遺産一覧表への記載が決
定されてたことを受けて、時点修正してはど
うか？
その際、登録の要件となった「奄美大島、徳
之島、沖縄島北部及び西表島世界自然遺産
推薦地包括的管理計画」及び地域別の管理
計画である①「沖縄島本島北部における持
続的観光マスタープラン」、②「持続可能な西
表島のための来訪者管理基本計画」が策定
されているので、明記してはどうか

意　見　書　様　式　（　修　正　文　案　用　）

（新たな振興計画（素案）に対する意見）

（素案）
本　　　文 意　　見 ( 修　正　文　案　等 ) 理　　　由　　　等



（別紙 ２－１）

提出先の部会 ：離島過疎地域振興部会

氏名：富永千尋

委員　　・　　専門委員　　　　　　　

　所属部会名：離島過疎地域振興部会

章 頁 行
6 231 21 □世界自然遺産登録を見据えた西表島に

おいては、地域との連携による自然遺産管
理や持続可能な観光地マネジメントなど環
境保全と持続的な利活用の両立を図る取
組を推進する。

□西表島においては、世界自然遺産推薦地包括
的管理計画の地域別管理計画として策定された
「持続可能な西表島のための来訪者管理基本計
画」 に基づき国や竹富町、関係団体と連携して世
界自然遺産登録区域及び周辺区域の適正管理
に取り組む。

７月２６日に世界遺産一覧表への記載が決
定されてたことを受けて、時点修正してはど
うか？
その際、登録の要件となった「奄美大島、徳
之島、沖縄島北部及び西表島世界自然遺産
推薦地包括的管理計画」及び地域別の管理
計画である①「沖縄島本島北部における持
続的観光マスタープラン」、②「持続可能な西
表島のための来訪者管理基本計画」が策定
されているので、明記してはどうか

※様式のデータはあらかじめメールでご案内しておりますが、県ホームページへも掲載しています。

※意見については、郵送、FAX又はメールにて、各回の会議開催１週間前までに、提出先の部会担当者あてに提出願います。
　 〆切を過ぎてしまいますと、翌々回の会議における対応となりますので、あらかじめご了承ください。

意　見　書　様　式　（　修　正　文　案　用　）

（新たな振興計画（素案）に対する意見）

（素案）
本　　　文 意　　見 ( 修　正　文　案　等 ) 理　　　由　　　等



（別紙　２－３）

提出先の部会 ： 離島過疎地域振興部会

氏名： 富永千尋

委員　　・　　専門委員　　　　　　　

　所属部会名：離島過疎地域振興部会

基 本 施 策 番 号 指　　　　標　　　　名 指　　　　標　　　（案） 目　　　標　　　値 理　　　由　　　等

施　策　番　号 指　　　　標　　　　名 指　　　　標　　　（案） 目　　　標　　　値 理　　　由　　　等

3-（10）
施策展開イ
施策①　個性的で魅力の
ある特産品開発支援

工芸品等生産額（離島）
又は
特産品等生産額（離島）

素案では、工芸品に限っているが、特産品開発支援
（インプット）に対するアウトプットは工芸品に限られ
れるものではないので、「等」を付けて、特産品開発
支援の成果を広く拾えるようにしてはどうか？

意　見　書　様　式　（　修　正　案　用　）

（関連体系図（案）に対する意見）

　① 主 要 指 標

　② 成 果 指 標


